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　　人口の動き

　一8月1日現在一

男5，074（一6）
女5，123（＋6）
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安
全
運
転
で
ど
う
ぞ
々

　
　
　
　
　
の
交
．
通
安
　
運
動
の
ま
っ
さ

　
　
　
　
こ
の
・
　
、
　
は
、
海
水
浴
を

目
的
の
県
内
・
県
外
車
の
列
が
続
き
ま

　
　
　
　
は
　
　
通
対
策
協
議
会
を
中

轡
、
監
指
導
撚
設
け
、
安
全
運

．
、
轍
の
呼
び
竃
鯨
照
懸
命
、
す
。

　
芸
ゐ
四
日
は
　
粥
鐸
樋
く
の
雨
で
し

婬
求
　
　
れ
、
謬
．
県
　
二
時
間
の
う

召
に
　
柏
崎
方
面
に
向
が
っ
た
車
は
お

駅
認
四
百
　
台
　
　
一
粥
と
ゴ
ミ
袋
を

手
渡
じ
な
説
、
　
安
全
運
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呼
び
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L
ー
改
正
さ
れ
た

　
　
　
農
業
者
年
金
制
度

農
業
者
年
金
の
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
、
加
入

時
期
を
の
が
し
未
加
入
と
な
っ
て
い
た
後
継
者
の
方
も
、
こ
れ
か
ら

手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
加
入
の
申
し
出
が
で
き
る
人
は
、
大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
昭
和

十
五
年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
後

継
者
で
、
申
し
込
み
期
間
は
、
今
年
十
二
月
一
二
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
お
み
の
が
し
な
く
、
や
が
て
訪
れ
る
老
後

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
以
下
、
改
正
さ
れ
た

農
業
者
年
金
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

￥
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農
業
者
年
金
と
は

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
、

加
入
者
が
老
齢
に
な
っ
て
、
他
の
農
家

や
、
自
分
の
後
継
者
に
経
営
を
移
譲
し

た
場
合
、
経
営
移
譲
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
六
十
歳
か
ら
終
身
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
経
営
を
移
譲
し
な
く
て
も
、

六
十
五
歳
以
後
は
、
農
業
者
老
齢
年
金

が
生
が
い
支
給
と
な
り
ま
す
。

㈱
経
営
移
譲
年
金
の
額
は
、
六
十
五
歳

以
後
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
支
給

さ
れ
る
額
の
十
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
六
十
五
歳
以
後
は
、
農
業

離
吻

者老

齢
年
金
や
国
民
年
金
も
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、

ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

（
表
2
参
照
）

　
二
度
と
な
い

　
　
　
救
済
の
チ
ャ
ン
ス

　
こ
の
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、
加
入

の
期
限
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

で
、
こ
れ
ま
で
に
加
入
期
限
が
過
ぎ
て

し
ま
い
、
加
入
で
き
な
い
で
い
た
“
後

継
者
”
に
も
、
今
年
限
り
で
加
入
で
き

る
よ
う
な
救
済
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
加
入
期
限
を
の
が
し
た

人
に
と
っ
て
、
二
度
と
期
待
で
き
な
い
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チ
ャ
ン
ス
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
加
入
の
手
続
き
を
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

救
済
さ
れ
る
後
継
者
は
　
　
次
の
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
す
べ
て
に

あ
て
は
ま
る
人
で
す
。

　
あ
な
た
が
、
対
象
に
な
る
か
ど
う
か

も
う
一
度
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

圏
救
済
対
象
者
の
要
件
（
加
入
の
申
し

出
が
で
き
る
人
）

①
大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら
、
昭
和
十

　
五
年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

②
①
に
該
当
す
る
人
は
、
別
表
qD
で
あ

　
な
た
の
「
基
準
日
」
を
お
調
べ
く
だ
＼
？

竺
“
例
的
に
物
　
フ
秘
く
f
し

ね
　
国
民
年
金
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
昭
和
四
十
八
年
か

ら
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
前

年
度
に
比
べ
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
上
下
し
た
場
合
、
年
金
額
は
そ

の
率
に
応
じ
て
増
減
で
き
る
“
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
”
を
取
り
入
れ
、
毎
年

こ
れ
に
し
た
が
い
年
金
額
の
改
正
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
五
士
二
年
度
の
物
価
指
数
の
上
昇

率
は
、
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
た
め
、
法
律
上
で
は
年
金
額
に
物

価
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
経
済
的
な

諸
情
勢
を
考
慮
し
て
、
三
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
で
も
特
例
的
に
“
物
価
ス
ラ

イ
ド
”
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
拠
出
年
金
（
老
齢

年
金
や
通
算
老
齢
・
障
害
・
母
子
・

準
母
子
・
遺
児
・
寡
婦
の
各
年
金
）

は
、
す
べ
て
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
引

き
あ
げ
ら
れ
、
昨
年
と
同
様
に
七
月

分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
年
金
の
「
五
年
年

金
」
は
、
七
月
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
の

」

改
定
を
し
た
後
に
、
八
月
分
か
ら
は

老
齢
福
祉
年
金
と
の
か
ら
み
で
、
さ

ら
に
月
額
二
千
円
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ
ド

し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
保
険
料
額

は
来
年
四
月
か
ら
、
月
三
干
七
百
七

十
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
の
福
祉
年
金
（
老
齢
・
障
害

・
母
子
・
準
母
子
の
各
年
金
）
は
、

お
お
む
ね
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

大
幅
な
改
善
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
昨
年
と
同
様
に
八
月
分
か
ら
改
定

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
と
の
併
給
限
度

額
が
年
間
三
十
七
万
円
か
ら
四
十
一

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
本
人
の
所
得
制
限
に
つ
い
て

も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

～
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＼さ
い
。

　
さ
て
、
あ
な
た
の
基
準
日
に
、
あ
な

た
の
父
母
が
自
分
名
儀
の
農
地
を
五
〇

ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い
た
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
に
該
当
す
る
と
と
も
に
、
あ

な
た
が
基
準
日
ま
で
に
、
引
き
続
き
三

年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

③
加
入
を
申
し
出
る
日
に
、
次
の
要
件

　
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ア
六
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

　
孟
申
し
出
日
に
、
父
母
が
自
分
名
儀

　
　
で
耕
作
し
て
い
た
場
合
、
父
母
か

　
　
ら
、
農
業
後
継
者
と
し
て
指
定
さ

　
　
れ
て
い
る
こ
と
。

　
ウ
申
し
出
日
に
、
父

　
　
母
が
自
分
名
儀
で

　
　
耕
作
を
し
て
い
な

　
　
い
場
合
（
死
亡
の

　
　
場
合
も
含
む
）
、

　
　
基
準
日
に
父
母
名

　
　
儀
で
耕
作
し
て
い

　
　
た
農
地
の
二
分
の

　
　
一
以
上
に
つ
い
て

　
　
あ
な
た
が
権
利
を

　
　
も
ち
農
業
経
営
を

　
　
し
て
い
る
こ
と
。

④
基
準
日
か
ら
申
し
出

　
日
ま
で
、
引
き
続
き

国
民
年
金
の
加
入
者

　
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
（
出
か
せ
ぎ
の
場
合

　
　
は
特
例
が
あ
り
ま

　
す
。
）

生年月日と基準日
（表1）

　
救
済
の
対
象
と
な
る
後
継
者
は
、
以

上
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
が
、
な

お
、
特
定
の
場
合
に
は
、
救
済
措
置
に

よ
る
加
入
の
で
き
な
い
人
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
七

加
入
申
し
出
の
期
間
は
、
月
百
か

ら
、
今
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
六

か
月
間
で
す
。
納
め
る
保
険
料
の
額
と

納
付
期
限
は
、
基
準
日
か
ら
申
し
出
日

の
前
月
ま
で
は
一
か
月
三
千
六
百
円
、

申
し
出
日
以
降
は
、
現
行
の
三
千
二
百

九
十
円
と
な
り
ま
す
。
納
付

期
限
は
、
十
二
月
三
十
一
日

区　　　　　　分 基　　準　　日

大正8年7月3日～大正9年1月1日生れ 昭和49年7月1日

〃9年1月2日～昭和11年1月1日〃 〃50年1月1日

昭和11年1月2日～〃12年1月1日　〃 〃51年1月1日

〃12年1月2日～〃13年1月1日　〃 〃52年1月1日

〃13年1月2日～〃14年1月1日　〃 〃53年1月1日

〃14年1月2日～〃15年1月1日　〃 〃54年1月1日

（54．7．1現在）
年齢別の年金支給額等（表2）

ま
で
で
す
が
、
分
割
納
入
も
で
き
ま
す

で
、
農
協
の
窓
ロ
ヘ
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

年
金
の
給
付
を
受
け
る
に
は
、
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
の

申
し
出
を
し
た
後
継
者
が
、
所
定
の
期

間
分
の
保
険
料
を
納
入
し
、
適
格
な
経

営
移
譲
を
行
う
と
、
次
の
よ
う
な
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
　
（
表
2
参
照
）

　
な
お
、
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
町
農
業
委
員
会
ま
た

は
農
協
ま
で
ど
う
ぞ
。

　　　　　　保険料納付済期間

年金給付額（年額）
5年の場合 15年の場合 20年の場合

60～64歳 経営移譲年金
　　　円376，600 627，600円 　　　円753，200

65歳以上

経営移譲年金（瀞 37，700 62，800 75，300

農業者老齢年金 47，100 141，200 188，300

国　民　年　金 364，000 503，800 608，200

計 448，800 707，800 871，800

あと何年生きられる？？？？
　（53年厚生省調）　　　　　　　　　　　　〔平均余命から〕

26．06年55歳22．18年

　
今
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

男
七
十
二
・
九
七
歳
、
女
七
十
八

・
三
三
歳
（
い
ず
れ
も
五
士
二
年

厚
生
省
調
）
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
　
“
平
均
寿
命
”

と
“
平
均
余
命
”
の
ち
が
い
に
つ

い
て
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
。

　
平
均
寿
命
と
は
、
日
本
人
全
体

の
生
存
で
き
る
年
数
を
、
単
純
に

平
均
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

（
○
歳
で
亡
く
な
っ
た
人
も
、
百

歳
以
上
も
生
き
た
人
も
ミ
ッ
ク
ス

し
て
、
生
存
年
数
の
平
均
を
出
し

た
も
の
）

　
平
均
余
命
と
は
、
各
年
齢
ご
と

に
、
平
均
し
て
あ
と
何
年
生
き
ら

れ
る
か
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
今
八
十
歳
の
人
は
、
平

均
的
に
は
男
が
六
・
〇
一
年
、
女

が
七
・
三
六
年
、
生
き
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
平
均
で
す
か
ら
、

い
ち
が
い
に
は
決
め
か
ね
ま
す
が
、

あ
な
た
は
、
あ
と
何
年
生
き
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

年
金
移
動
相
談
所
の
開
設

24

日
・
総
合
セ
ン
タ
ー
で

◎
と
き
・
今
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
◎
と
こ
ろ
・
総

合
セ
ン
タ
ー
。
◎
相
談
内
容
・
長
岡
社

会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
に
よ
り
、
年

　
　
　
金
全
般
に
わ
た
り
個
人
の
相
談

　
　
　
に
応
じ
ま
す
。
国
民
年
金
に
限

　
　
　
ら
ず
、
厚
生
年
金
関
係
や
そ
の

　
　
　
他
の
年
金
に
つ
い
て
相
談
を
お

　
　
　
受
け
し
ま
す
。
過
去
に
、
い
ろ

い
ろ
の
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
と
く
に
こ
の
機
会
を
利
用
し
、

自
分
の
年
金
加
入
状
態
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
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昨
年
度
か
ら
、
千
手
地
区
の
庚
塚
地

内
に
建
設
を
進
め
て
き
た
運
動
場
が
今

月
中
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
こ
の
「
庚
塚
運
動
場
」
は
、
公
認
な

み
の
広
さ
を
持
つ
野
球
場
一
面
と
庭
球

コ
ー
ト
ニ
面
を
主
要
施
設
に
し
て
お
り
、

本
年
度
建
設
分
は
、
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
、
春
以
来
、
工
事
を
急
い
で
き
た

も
の
で
す
。

　
こ
れ
が
完
成
す
る
と
、
特
に
野
球
場

の
場
合
、
い
ま
ま
で
使
用
し
て
き
た
山

野
田
の
町
営
球
場
の
よ
う
な
騒
音
間
題

や
事
故
の
不
安
も
な
く
、
伸
び
伸
び
と

プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
関
係
者

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
九
月
二
日
（
日
）
に
、
こ

川西客曜園

、　　嚇耕町線
孫六藺店

募遭，」ザ呑†呵津南線

儀
珂西町役場

　
／

会
場

灘

』千
手
浄
水
場

の
、
運
動
場
び
ら
き
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
野
球
協
会
と
庭
球
協
会

で
も
、
同
じ
日
に
、
記
念
行
事
や
エ
キ

ジ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
野
球
協
会
の
計
画
に
よ
る
と
、
当
日

午
前
九
時
半
か
ら
町
内
小
学
生
及
び
郡

市
内
中
学
生
に
よ
る
学
校
対
抗
ホ
ー
ム

ラ
ン
競
争
を
、
十
二
時
こ
ろ
か
ら
新
潟

鉄
道
管
理
局
と
十
日
町
市
明
石
ク
ラ
ブ

に
よ
る
公
開
練
習
、
引
続
き
、
両
チ
ー

ム
の
対
戦
に
よ
る
硬
式
の
記
念
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
す
。

　
一
方
、
庭
球
協
会
で
は
、
十
日
町
実

業
古
同
校
庭
球
部
を
招
い
て
、
練
習
方
法

や
試
合
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　
両
協
会
と
も
、
皆
さ
ん
多
数
の
ご
観

覧
を
い
た
だ
け
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
川
西
町
で
は
、
社
会

体
育
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

身
障
者
全
国
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
ロ
・
斉
木
さ
ん
が
出
場

砲丸投げで

　出場の樋口さん

100m競走に出場の

　斉木さん

第
十
五
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
一
週

間
宮
崎
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
、
川
西
町
か
ら
上
野
の

樋
口
勉
さ
ん
及
び
小
脇
の
斉
木
政
一
さ

ん
の
二
人
が
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
す

　
樋
口
さ
ん
は
砲
丸
な
げ
に
、
斉
木
さ

ん
は
百
メ
ー
ト
ル
及
び
千
メ
ー
ト
ル
競

走
の
種
目
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

庚
塚
と
同
時
に
、
木
落
地
区
に
河
川
　
　
　
の
活
用
と
あ
わ
せ
て
、
町
民
皆
ス
ポ
ー

敷
運
動
公
園
も
、
間
も
な
く
完
成
し
ま
　
　
　
ツ
の
実
の
上
る
よ
う
、
い
っ
そ
う
の
ご

す
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
、
総
合
体
育
館
　
　
　
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　庚塚運動場完成記念行事

一1．と　き　昭和54年9月2日（日）

　　　　　午前9時半～午後4時

2．ところ　庚塚運動場内野球場及びテニスコート

3．内　容

　△野球の部

　　　午前　町内小学校児童、十日町市中魚沼郡内

　　　　　　中学校生徒によるホームラン競争。

　　　午後　新潟鉄道管理局チーム対十日町明石チ

　　　　　　ームの硬式模範試合。

　△庭球の部

　　　午前　十日町実業高校、国体出場チームによ

　　　　　　る模範試合及び指導会。

　　　午後　庭球場を一般開放。

　　　※　雨天の場合は中止します。

4．主　催　川西町・体育協会ほか。

高
卒
程
度
の

警
察
官
募
集

△
募
集
期
間
　
八
月
二
十
日
～
九
月
二

　
　
　
　
　
　
十
二
日
ま
で

△
受
験
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
未
満
の
男
子
で
、
高
卒

　
　
　
　
　
　
程
度
の
学
刀
を
有
す
る

　
　
　
　
　
人

△
採
用
試
験
　
九
月
三
十
日

△
試
験
地
　
新
潟
市
・
長
岡
市
・
上

　
　
　
　
　
越
市
・
村
上
市

詳
細
は
も
よ
り
の
駐
在
所
ま
で
。
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燃料節約にもなる

まダ
ミ
、ゴる・

λ燃

いてめ
魁　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
バ
ケ
ッ
ト
で
く
み
あ
げ
ら
れ
る
ゴ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
山
、
こ
の
ま
ま
焼
却
炉
に
入
れ
ら

　
　
　
　
7
　
　
れ
る
が
・
〃
沓
ミ
”
が
多
い
と
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
焼
が
悪
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
【
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
】

　
暑
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
暑
さ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
ス

イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
水
分
を
多
く
含

ん
だ
ゴ
ミ
が
大
量
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
台
所
ク
ズ
な
ど
も
含
包
し
て
、
こ
れ

ら
を
“
水
ゴ
ミ
”
と
も
い
っ
て
い
ま
す

が
、
実
は
、
こ
の
水
ブ
ミ
処
理
に
つ
い

て
、
衛
生
施
設
組
合
で
も
、
大
変
頭
を

痛
め
て
い
る
の
で
す
。

　
簡
単
に
燃
え
る
ゴ
ミ
な
ら
ば
、
そ
ん

な
心
配
は
い
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ
の

水
ゴ
ミ
に
い
た
っ
て
は
、
油
を
タ
ッ
プ

リ
か
け
て
燃
や
さ
な
け
れ
ば
処
理
で
き

な
い
も
の
な
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
衛
生
施
設
組
合
が
、
ゴ

、
・
・
処
理
の
た
め
使
用
す
る
燃
料
代
は
、

年
間
ざ
っ
と
八
百
万
円
。
ま
し
て
や
、

最
近
の
資
源
不
足
の
影
響
も
受
け
て
、

深
刻
さ
は
度
を
増
す
一
方
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
皆
さ
ん

へ
の
お
願
い
で
す
。

　
紙
ク
ズ
な
ど
、
簡
単
に
燃
え
る
ゴ
ミ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
出
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
新
聞
紙
、
広
告
紙
な
ど
、
自
宅
で
焼

却
す
る
の
が
通
例
で
す
が
、
こ
の
際
、

そ
う
し
た
も
の
は
、
ぜ
ひ
焼
却
場
へ
向

け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

焼
却
場
で
は
、
燃
料
の
節
約
と
機
械

の
損
耗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
大
だ
す
か

り
に
な
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
量
の
ゴ
ミ
は

　
　
　
　
特
別
収
集
日
に

　
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
催
し
物
な
ど

で
ゴ
ミ
を
大
量
に
出
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日
の
午
後
を
、

特
別
収
集
日
と
し
て
便
宜
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
大
量
の
ゴ
ミ
が
出
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡

を
し
て
、
特
別
収
集
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
役
場
健
康
管
理
室

　
電
八
⊥
三
一
一
　
有
二
二
二
一
二

※
十
日
町
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
電
〇
二
五
七
五
ー
八
－
三
九
二
四

　
　
ゴ
ミ
収
集
を

　
　
　
　
　
　
　
休
み
ま
す

　
次
の
二
日
間
、
ゴ
ミ
の
収
集
を
休
み

ま
す
。

○
も
え
な
い
ゴ
ミ
　
八
月
十
五
日

○
も
え
る
ゴ
ミ
　
　
八
月
二
十
七
日

　
こ
の
日
は
、
出
さ
な
い
よ
う
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

を
見
直
そ
う

中
毒
予
防
は

　
　
　
　
わ
が
家
か
ら
”

　
暑
い
時
期
は
、
特
に
食
中
毒
の
発
生

し
や
す
い
と
き
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
宅

で
も
、
十
分
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
も
う
一
度
次
の
こ
と
を
思

い
起
こ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
食
品
に
対
す
る
心
構
え

　
○
原
材
料
は
新
鮮
さ
が
い
の
ち

　
○
調
理
は
早
め
に
、
間
を
お
か
ず
に

　
　
食
べ
る

　
○
食
品
は
冷
蔵
保
存
を

　
○
な
ま
物
は
で
き
る
だ
け
加
熱
し
て

　
○
野
菜
・
魚
介
類
は
十
分
な
洗
浄
を

　
○
残
り
物
は
再
加
熱
し
て
食
べ
る

※
調
理
器
具
・
器
材
に
対
す
る
心
構
え

　
○
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
は
、

　
十
分
な
洗
浄
、
乾
燥
、
殺
菌
を

○
冷
蔵
庫
の
つ
め
過
ぎ
、
開
閉
に
注

　
意
し
、
食
品
に
よ
り
整
理
場
所
を

　
区
分
す
る
。

※
そ
の
他

○
料
理
上
手
な
人
は
か
た
づ
け
上
手

○
冷
蔵
庫
を
十
五
秒
開
け
て
い
る
と

　
温
度
は
一
〇
度
C
上
が
り
ま
す
。

○
夏
場
は
体
が
弱
り
が
ち
、
暴
飲
暴

　
食
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

○
仕
出
し
な
ど
の
注
文
は
、
食
べ
る

　
時
間
を
は
っ
き
り
伝
え
、
無
理
な

　
注
文
は
し
な
い
。

○
会
席
の
持
帰
り
品
は
早
め
に
食
べ

　
ま
し
ょ
・
つ
。

疏

☆巡
回
天
文
教
室
”

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

★
と
き
・
八
月
二
十
八
日
、
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
。
★
と
こ
ろ
・
総
合
セ

ン
タ
ー
屋
上
。
★
対
象
・
特
に
問
い
ま

せ
ん
が
、
幼
児
、
小
学
生
は
父
兄
同
伴

の
こ
と
。
★
主
催
・
十
日
町
星
の
会
。

★
そ
の
他
・
入
場
は
無
料
、
く
も
り
及

び
雨
天
の
と
き
は
翌
日
に
行
い
ま
す
。

　
夏
の
夜
の
星
座
観
察
は
楽
し
い
も
の

で
す
。
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。

新
刊
が
入
り
ま
し
た

　
　
　
　
読
書
を
ど
う
ぞ

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
図
圭
曇
だ
新
刊
が

入
り
ま
し
た
。

　
「
風
花
の
人
・
五
木
寛
之
」
　
「
愛
を

旅
す
る
人
へ
・
は
ら
た
い
ら
」
　
「
み
ご

と
な
女
た
ち
・
上
坂
久
・
ネ
・
」
な
ど
、
最

近
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
十
五
冊
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
百
七
十
六
冊
に

　
　
1
図
書
一
冊
運
動
－

　
図
書
一
冊
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
に
百

七
十
六
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
寄
贈
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
寄

贈
い
た
だ
い
た
図
書
も
、
総
合
セ
ン
タ

ー
の
図
童
曇
一
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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鍵
、
暢
　
響
覇
爆

雛麟
秘

15日
　には

一
分
間
の

黙
と
う
を

▲千手の忠霊塔前に、この春、国

旗掲揚塔が造られました。15日の

戦没者追悼式にはもちろん、慰霊

祭などの行事のときには、国旗、

軍艦旗が掲げられる予定です。

今
年
も
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
、

十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、

半
旗
を
掲
げ
、
一
分
間
の
黙
と
う
を
お

願
い
し
ま
す
。

軍
恩
欠
格
者
連
盟
に

　
　
加
入
の

　
　
　
　
　
呼
び
か
け

　
旧
軍
人
軍
属
の
う
ち
、
恩
給
等
の
対

象
に
な
ら
な
い
人
た
ち
が
集
り
、
　
“
旧

軍
人
軍
属
恩
給
欠
格
者
全
国
連
盟
”
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
、
五
百
数
十
万
人
の
該
当

者
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
人
た
ち
に
は
、
恩
給
法
や
年
金
法
等

の
恩
典
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

そ
れ
ら
の
法
改
正
を
中
心
に
、
救
済
策

を
訴
え
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

関
連
し
て
、
当
町
内
で
も
、
こ
の
結

成
準
備
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
委
員
長

に
岩
瀬
の
登
坂
茂
さ
ん
が
あ
た
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
具
体
的
な
作
業
に
入
り
、

会
へ
の
加
入
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　
加
入
や
細
部
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

は
、
各
地
区
で
、
次
の
方
々
が
準
備
副

委
員
長
と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

△
千
手
地
区
大
海
正
夫
霜
　
条

△
上
野
地
区
　
渡
貫
　
林
蔵
新
町
新
田

△
橘
　
地
区
　
滋
野
　
薫
良
　
野
　
口

△
仙
田
地
区
青
木
　
良
策
　
田
　
戸

嚇
錘

　　　　　　　　　　　　　　しゅん

▲小脇・天王橋が竣功
昨年6月26日の梅雨前線豪雨で流出した、小脇の天王橋

がこのほど完成しました。

　延長35．7m、幅員3．O　m、総工費は3，990万円。従来

の木橋が永久橋にと変わり、耕うん機、車両などの通行

も自由となりました。

　6／11雨の中で行われた渡り初め式

　Q●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●o　o●●●●●●●●●

▼　進む、千手保育園建設
今、千手神社の隣、旧川西中学校のグラウンドでは、千

手保育園の建設が進められています。

　平屋建のこの園舎は、床面積720㎡、総費用は、約1

億2。200万円。丸山工務所の手により、11月20日には完

成の見込みです。

4傷雷の．
鰐　　奮綱鰯
窪　・8月20日　（月）／午後
遜

矯　午後5時まで、高倉・小月

難・8月3・日（金）／午前

　～午後1時まで．高原田（

　　上野・新町新田・下平薯

　　　・面繊職感灘撫

ー
「
桜
」
　
　
－

　
55
年
歌
会
始
め
の
お
題

　
五
十
五
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
桜
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
「
桜
」
は
花
木

の
桜
で
す
が
、
花
と
詠
む
こ
と
は
ふ
さ

わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詠
進
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
自
作
の
歌
一
人
一
首
（
未
発
表
）

二
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

　
の
こ
と
。
病
気
・
身
体
障
害
等
で
代

　
筆
が
必
要
の
人
は
、
そ
の
理
由
書
を

　
添
付
す
る
こ
と
。

三
半
紙
は
、
二
つ
折
り
に
し
、
右
半
面

　
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住
所
・
氏

　
名
（
ふ
り
が
な
付
き
）
、
生
年
月
日

　
及
び
職
業
を
記
入
。

四
詠
進
期
間
、
九
月
一
日
か
ら
十
月
十

　
一
日
ま
で
。

五
あ
て
先
、
〒
㎜
　
千
代
田
区
千
代
田

　
一
番
一
号
、
宮
内
庁
と
し
、
「
詠
進

　
歌
」
と
書
き
添
え
る
こ
と
。

箋犠態藁

メ

　
　
　
　
　
～
落
扮
郎
●
、
冊

せ
塒
糠
、
縦
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建l　i霧難灘　

　
中
越
地
区
に
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
の
建
設

が
決
ま
り
、
こ
の
完
成
に
先
だ
っ
て
、

運
営
費
用
な
ど
を
広
く
関
係
市
町
村
の

善
意
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
、
、
、
ニ
コ
ロ
ニ
ー
は
、
精
神
薄
弱

者
更
生
施
設
と
身
体
障
害
者
療
養
施
設

を
併
設
す
る
も
の
で
、
場
所
は
、
三
島

郡
越
路
町
の
丘
陵
地
、
来
年
度
に
は
着

工
の
予
定
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
体
工
事
は
、
国

及
び
県
が
負
担
し
て
く
れ
る
も
の
で
す

が
、
運
営
の
た
め
の
資
金
や
施
設
の
備

品
な
ど
は
、
設
置
者
で
あ
る
社
会
福
祉

法
人
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
の
資
金
は
、
中
越
全

・
脇
穀
薇
騒
奪
講
譲
、
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶏

　
　
　
　
　
　
心
の
財
産
と
し
て
　
　
．
離
町
昭
和
3
0
年

　
毎
月
の
広
報
か
わ
に
し
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
規
模
ほ
場
整
備
を
始
め
、
川
西

高
校
の
誘
致
、
川
西
ダ
ム
通
水
式
等

々
、
住
民
の
幸
福
と
発
展
に
心
血
を

注
ぐ
町
首
脳
部
や
、
一
致
協
力
し
て

こ
と
に
あ
た
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

最
大
の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

　
私
は
、
明
治
三
十
七
年
に
上
野
に

生
ま
れ
、
上
野
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、

山
川
草
木
人
情
風
俗
す
べ
て
が
心
の

財
産
と
し
て
忘
れ
が
た
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
大
正
十
二
年
、
徴
兵
検
査
を
機
会

に
、
祖
父
が
将
来
村
の
指
導
者
の
一

員
に
し
た
い
と
故
清
水
幹
太
郎
村
長

に
お
願
い
し
、
役
場
勤
務
を
拝
命
し

ま
し
た
。
以
後
、
故
小
海
古
屋
蔵
、

　
　
　
　
習
志
野
市
田
村

故
星
名
茂
三
郎
と
、
三
代
の
村
長
の

ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、
田
舎
生

活
に
満
足
で
き
ず
、
先
輩
の
小
海
八

太
郎
氏
や
後
輩
の
根
津
正
三
氏
（
現

町
長
）
な
ど
、
役
場
吏
員
と
別
れ
て

出
身
校
の
長
岡
市
に
飛
び
出
し
、
実

業
界
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
八
月
、
予

期
し
な
か
っ
た
米
空
軍
の
爆
撃
に
あ

い
自
宅
も
全
焼
、
上
野
へ
帰
村
し
ま

し
た
が
、
翌
二
十
一
年
に
は
不
在
地

主
と
し
て
農
地
解
放
を
さ
せ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
財
産
税
ま
で
と
ら
れ
、
立

ち
あ
が
る
力
も
な
い
ま
ま
材
木
屋
製

材
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
し
ろ
う

と
業
者
の
か
な
し
さ
、
秋
山
郷
の
奥

地
開
発
で
み
ご
と
に
失
敗
し
、
再
び

三
十
年
に
は
長
岡
市
に
生
活
を
求
め

俊
雄
さ
ん
（
七
＋
五
歳
）

ま
し
た
。

　
町
村
合
併
が
ま
と
ま
り
、
故
中
村

町
長
か
ら
、
町
の
要
職
に
と
の
お
話

も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
浅
学
非
才

で
そ
の
器
に
あ
ら
ず
、
と
会
社
定
年

後
は
、
温
暖
の
地
千
葉
県
に
隠
居
所

を
求
め
、
早
く
も
十
年
に
な
り
ま
す
。

　
三
代
の
村
長
か
ら
受
け
た
ご
指
導

が
役
に
た
ち
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
評
議
員
実
行
委
員
、
谷
津
五
町
目

町
会
長
、
谷
津
地
区
緑
化
会
長
、
小

さ
な
親
切
運
動
実
行
委
員
、
市
老
人

会
副
会
長
、
モ
デ
ル
防
犯
地
区
会
長

等
の
奉
仕
活
動
を
身
上
と
し
て
、
平

和
な
余
生
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
の
発
展
に
協
力
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
し
な
が

ら
、
皆
様
の
お
幸
せ
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　簸1　　　　　　　　　　　　葦　．　　　　　　　繍　　撚野讐イ

体
の
皆
さ
ん
の
温
い
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
善
意
の
募
金
で
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
川
西
町
で
は
、
一
世
帯
当
り
百
円

以
上
の
め
や
す
で
ご
協
力
願
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
中
に
嘱
託
員
を
通
じ
お
願
い
す

る
予
定
で
す
の
で
、
温
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ξ
1
≧
乱
ト
ζ
‘
ビ
・
‘
～
・
ξ

「
貯
蓄
の
作
文
」
募
集

　
　
　
　
小
・
中
学
生
が
対
象

　
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
“
貯
蓄
の
作
文
”
を
書
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
今
、
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、

全
国
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
貯
蓄

に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
内
容
題
は
自
由
で
す
が

　
　
・
お
金
や
物
を
大
切
に
す
る

　
　
・
お
こ
づ
か
い
と
ぼ
く
（
わ
た
し
）

　
　
・
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
て

　
　
・
わ
が
家
の
貯
蓄

　
　
　
な
ど
、
感
じ
た
こ
と
や
経
験
し

　
　
　
た
こ
と
を
内
容
と
し
た
も
の
。

○
資
格
小
幽
孟
土
及
び
中
学
生

○
原
稿
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
三

　
　
　
枚
以
内
、
原
稿
に
は
学
校
名
・

　
　
　
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
つ

　
　
　
け
て
）
を
は
っ
き
り
書
く
こ
と
。

○
し
め
切
り
　
九
月
五
日

○
送
り
先
　
〒
m
　
千
代
田
区
一
ッ
橋

　
　
　
一
－
一
、
毎
日
新
聞
東
京
本
社

　
　
　
学
生
新
聞
編
集
部

　
　
　
　
　
「
貯
蓄
の
作
文
」
係

○
入
選
発
表
　
十
月
十
七
日
（
貯
蓄
の

○
賞

日
）
、
毎
日
新
聞
紙
上

　
〔
特
選
〕
五
名
　
　
（
賞
状
と

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
）
、
特
選

者
を
出
し
た
学
校
に
、
盾
と
学

校
図
書
の
購
入
券
を
贈
呈
。

　
　
民
俗
資
料

※
入
手
品
・
猟
師
の
火
薬
入
れ
、
た
ち

包
丁
　
貧
乏
徳
利
、
昔
の
茶
碗
、
酒
二

合
瓶
、
六
角
行
燈
、
土
器
、
・
石
器
数
十

点
、
昔
の
三
斗
ガ
メ

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
高
橋
惣
八
郎

（
高
倉
）
、
小
林
浩
一
（
中
仙
田
）
、

滋
野
定
良
（
野
口
）
、
山
岸
真
治
（
霜

条
）
、
押
木
二
吉
（
里
ε

　
　
庁
内
人
事

死
亡
退
職
／
七
月
二
十
一
日
付

　
千
手
診
療
所
・
小
林
清
吉

配
置
換
え
／
八
月
一
日
付

　
千
手
診
療
所
・
渡
辺
照
男
（
体
育
課

施
設
係
長
）
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善
意

　
　
　
　
を
あ
り
が
と
う

　
皆
さ
ん
に
は
報
告
が
お
く
れ
ま
し
た

が
、
去
る
五
月
に
、
民
謡
邦
謡
会
（
代

表
清
水
邦
吉
さ
ん
）
か
ら
、
五
万
円
を

町
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
に
行
っ
た
発
表
会
の
収
益
金
の

一
部
を
寄
せ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
手

ち
が
い
に
よ
り
、
本
紙
上
で
の
報
告
が

お
く
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
母
ナ
オ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
小
海

昭
一
さ
ん
（
木
島
）
か
ら
二
万
円
。

※
養
母
フ
ヂ
エ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た

須
藤
良
平
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
一
二
万
円
。

※
母
ト
キ
イ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
富

井
源
蔵
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
五
万
円
。

※
父
清
吉
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
小
林

進
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
十
万
円
。

※
父
藤
吉
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
西
山

直
利
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
二
万
円
。

※
匿
名
で
十
万
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
人
は
、
思
い
が
け
ず
宝
く
じ

に
当
選
し
、
も
っ
と
も
有
意
義
な
使
い

み
ち
を
、
と
考
え
社
会
福
祉
に
寄
贈
し

て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
次
の
文
面
が
添
え
ら
れ
て
あ

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
●
。
●
●
o
・
●
。
●
●
。
●
。
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
・
・
●
．
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
9
。
…
●
・
・
・
…
9
・
。
。
・
．
．
・
．
．
．
．
．
．
．
。
．
．
．
．
．
．
．
・
．
．
．
●
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
6
．
．
．
．
9
．

￥轟

鱒
膨

醜
　
β
　
鍵

　
　
　
　
　
ん
値

矛
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う

　
　
　
　
鱈
！
、
．
、

　
今
度
、
町
内
で
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
と
り

も
ち
の
意
昧
で
有
志
が
買
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
ど
う
せ
あ
て
に
は
し
な
く
て
も
、
一

千
万
円
の
夢
は
大
き
い
。
一
等
は
無
理

と
し
て
も
、
せ
め
て
、
十
万
円
く
ら
い

は
と
い
う
思
い
は
、
だ
れ
し
も
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
突
然
七
月
十
二
日
の
朝
、

幹
事
が
新
聞
の
切
り
抜
き
を
持
っ
て
、

興
奮
し
た
面
も
ち
で
、
こ
の
間
買
っ
た

中
に
十
万
円
が
当
っ
て
い
る
と
い
い
だ

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
調
べ
た
が
違
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
最
後
に
、
末
尾
九
が
小

生
の
番
号
だ
っ
た
。
確
か
に
十
万
円
の

当
選
番
号
だ
っ
た
。

　
早
速
会
員
に
知
ら
さ
れ
、
ま
わ
り
に

も
知
れ
わ
た
っ
た
。
ま
だ
、
始
め
て
か

ら
一
か
月
足
ら
ず
、
即
座
に
、
こ
れ
で

発
会
式
が
で
き
る
、
ひ
と
晩
パ
ー
ッ
と

や
る
だ
け
は
あ
る
。
さ
て
、
少
し
残
っ

た
ら
、
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
に
も
お
す
そ

分
け
し
ま
す
よ
、
な
ど
と
い
っ
て
い
た

が
、
し
か
し
、
女
性
は
さ
す
が
に
細
か

い
。
　
「
奥
さ
ん
に
は
ど
う
す
る
の
」
と

い
う
。
　
「
な
あ
に
、
知
ら
ん
顔
さ
」
、

と
は
い
っ
た
も
の
の
、
か
な
ら
ず
バ
レ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
、
相
変
わ
ら
ず
火

の
車
の
わ
が
家
、
こ
れ
は
困
っ
た
ぞ
、

一
～
二
万
円
く
ら
い
や
っ
て
か
ん
べ
ん

し
て
も
ら
お
う
か
。
い
や
、
日
ご
ろ
め

ん
ど
う
か
け
て
い
る
係
の
皆
さ
ん
く
ら

い
は
招
待
し
た
い
し
、
と
な
る
と
、
妻

や
家
族
に
も
、
ひ
と
晩
く
ら
い
は
夕
飯

で
も
ご
ち
そ
う
し
な
く
ち
ゃ
…
…
。
ど

う
も
や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
。

　
帰
宅
後
少
し
考
え
た
。
最
近
、
社
会

福
祉
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
人
は
、
そ
ん
な
職
場
で
働
き
た
い
と

も
い
っ
た
。
で
も
私
は
、
内
心
反
対
も

し
た
。
妻
も
最
近
、
自
岩
の
里
を
見
学

し
て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
ほ
ん
と
に

大
変
な
ん
だ
な
あ
と
思
う
。

　
あ
の
義
理
、
こ
の
義
理
で
使
っ
て
し

ま
う
よ
り
、
こ
ち
ら
が
サ
ッ
パ
リ
し
て

気
持
が
い
い
。
第
一
勧
業
銀
行
で
賞
金

を
受
け
取
っ
た
ら
、
さ
っ
さ
と
寄
付
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
あ
あ
、
こ
れ
で
す
っ
き
り
し
た
。
こ

れ
で
少
し
は
罰
ほ
ろ
ぼ
し
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
。
せ
っ
か
く
パ
ー
ッ
と
や
ろ

う
と
い
っ
た
の
に
、
会
員
諸
氏
よ
す
ま

ん
。
妻
よ
許
せ
。

　
皆
さ
ん
ま
た
せ
っ
せ
と
宝
く
じ
を

買
い
ま
し
ょ
う
。
一
千
万
円
を
夢
み
て
、

今
度
当
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
こ
っ
そ
り

奥
さ
ん
孝
行
を
し
て
く
だ
さ
い
よ
。

わ
し
の
　
　
鵜
、

　
　
　
　
　
自
曝
防
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
へ
張
喰

漁
鴬
簿
蒙
謬
濠
鶴
鍛
箋
悪
慨
論
奪
マ

　
　
「
詩
吟
を
や
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

　
て
、
そ
の
こ
と
を
自
慢
話
に
し
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
」
開
口
一
番
の
こ
の
こ

と
ば
は
、
け
っ
し
て
謙
そ
ん
か
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
武
道
を
け
ん
か
に
使
う

　
こ
と
と
同
様
に
、
目
的
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

に
利
用
す
る
こ
と
は
、
そ

の
道
の
逸
脱
も
は
な
は
だ

し
い
と
い
う
の
で
す
。

　
そ
の
こ
と
の
念
を
お
さ

れ
て
、
登
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
し
ん
ゆ
う

　
詩
吟
神
風
流
神
邑
会
に

所
属
す
る
高
橋
さ
ん
は
、

　
　
　
　
ほ
う
ふ
う

風
号
を
“
鵬
風
”
と
い
い
、

三
十
二
歳
と
い
う
若
さ
で

六
段
範
士
の
免
許
を
持
つ

人
で
す
。

　
「
特
別
に
興
味
も
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
会
社
で

や
っ
て
い
る
人
に
さ
そ
わ

れ
て
、
お
も
し
ろ
半
分
に

講
も
今

一
お しろ半分が

は六段範士に
ま
せ
ん
。

「
今
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
い
い

先
生
に
出
合
っ
た
の
が
幸
い
し
た
と
思

い
ま
す
。
六
段
範
士
以
上
に
な
る
と
、

神
邑
先
生
の
直
接
の
指
導
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
が
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。
」

　
詩
吟
は
、
精
神
修
養
や
鍛
練
に
も
な

　
　
　
　
　
り
、
人
間
的
に
も
成
長
が

田中町高橋　清さん

始
め
た
の
が
き
っ
け
で
す
。
」

　
入
会
し
た
の
は
四
十
七
年
六
月
、
そ

し
て
、
そ
の
年
十
月
に
は
、
新
人
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
、
　
“
よ
し
、
や
っ
て
み

ょ
う
。
〃
こ
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
取

り
組
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
か
い
あ
っ
て
、

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
昇
段
、
今
は
、
会
員

の
指
導
と
自
ら
の
練
習
に
余
念
が
あ
り

大
き
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
単
に
節
ま
わ
し
が
よ

く
て
も
だ
め
、
自
己
の
持

つ
す
べ
て
を
表
現
す
る
と

い
い
ま
す
か
、
汗
ば
む
ほ

ど
に
集
中
し
て
ベ
ス
ト
を

尽
す
、
そ
の
姿
が
大
切
な

の
で
す
。
」
だ
か
ら
、
寝

不
足
や
精
神
的
に
不
安
定

な
と
き
は
、
け
っ
し
て
い

い
成
果
が
み
ら
れ
な
い
と

も
い
い
ま
す
。

　
コ
週
間
ま
る
ま
る
家

を
空
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
幸
い
、
家
族
み
ん

な
が
理
解
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
私
が
詩
吟
に
没
頭
で
き
る
の
も
、

周
囲
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
ね
。
」

　
こ
の
秋
に
は
、
神
邑
会
結
成
二
十
五

周
年
記
念
大
会
が
十
日
町
で
行
わ
れ
る

予
定
で
、
今
か
ら
そ
の
準
備
に
飛
び
ま

わ
る
高
橋
さ
ん
。
人
生
修
養
に
も
、
こ

の
道
を
す
え
長
く
続
け
た
い
と
、
そ
の

意
欲
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。
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暮らしを支える

ミ縁の下の力もちミ

（8月・道路を守る月間）

　
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、
散
歩
、
ド
ラ
イ
ブ
、
貨
物
の
運
送
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
道
路
を
ぬ
き
に
し
て
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
道
路
の
役
割
に
つ
い
て
、
こ

と
さ
ら
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
八
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
”
暮
ら

し
の
中
の
道
路
”
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
は
、
先
に
あ
げ
た
日
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
だ
け

で
な
く
、
地
震
や
火
災
な
ど
災
害
時
の
救
急
活
動
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
と
き
に
は
避
難
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
道
路
に
は
余
計
な
障
害
物

な
ど
置
き
っ
ぱ
な
し
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。
破
損
さ
れ
た
ま
ま
の
道
路
や
、
狭
い
上
に
自
転
車

や
ゴ
ミ
箱
が
乱
雑
に
放
置
さ
れ
た
道
路
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
救
急
活
動
や
避
難
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
に

は
、
水
道
管
を
始
め
、
電
気
・
電
話
の
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
埋
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
備
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
道
路
は
”
道
の
下
”

な
ら
ぬ
”
縁
の
下
の
力
も
ち
”
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
道
路
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
す
。
汚
さ
ず
、
こ
わ
さ

ず
、
い
つ
も
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
・
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跣
内
謬
火
災
は
い
つ
に
及
ば
ず

蒐超、

＼
鱗
鞍
齢

　
　
　
ー
覧
、
、
、
、
、
＼
　
　
の
が
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
。

　
　
ロ
ほ
も
ヤ
　
　
　
し

　
　
‘
ー
ー
、
、
、
　
一
分
一
秒
を
争
つ
場
面
の
多
い
こ
の

赤谷消防団が県大会に出場！！
　　　　　　　　　　　　　　　　ポンプ操法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　競技大会で

、
．
三
…
一
3
一
三
．
一
．
一
一
…
三
．
．
。
…
一
一
．
．
．
｛
一
．
一
幽
三
一
一
．
り
一
三
一
曹
一
．
一
ご
＝
一
“
．
一
麟
甲
三
一
一
一
一
一
三
辱
一
一
．
零
｛
．
．
．
一
曹
ξ
。
．
．
．
．
一
…
一
一
一
3
＝
…
一
一
．
．
一
｛
＝
．
一
層
…
一
…
3
三
一
一
．
3
｛
賜
．
q
一
一
三
価
一
．
一
一
三
二
．
一
一
三
一
一
噌
一
一
…
一
…
一
≡
一
…
一
…
…
一
…
鍋
…
一
一
騨
＝
噛
。
三
一
三
一
三
三
一
一
…
一
一
…
一
…
一
印
蒜

人
た
ち
は
、
団
員
の
和
と
機
敏
な
機
械

操
作
を
念
頭
に
、
日
ご
ろ
か
ら
人
知
れ

ぬ
特
訓
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
特
訓
の
一
つ
と
も
い
え
る
も
の

に
、
毎
年
“
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
”

と
い
う
の
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　
小
は
町
の
大
会
か
ら
、
大
は
全
国
段

階
ま
で
続
く
こ
の
競
技
大
会
は
、
消
防

活
動
の
使
命
で
も
あ
る
“
迅
速
・
確
実
”

の
操
法
を
競
い
あ
う
も
の
で
、
各
市
町

▲毎夜特訓にはげむ赤谷消防団のメンバー

村
と
も
力
を
注
ぎ
、
年
々
高
度
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
の
郡
市
（
県
消
防
協
会
中
魚
沼
地

区
支
会
）
の
大
会
に
お
い
て
、
当
町
の

赤
谷
チ
ー
ム
（
第
六
分
団
第
一
部
）
が

優
勝
し
、
晴
れ
て
県
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の
二
つ
に
分
か
れ

ま
す
が
、
赤
谷
チ
ー
ム
は
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
お
い
て
、
郡
市
内
一
位
と

な
っ
た
も
の
。
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で

は
、
中
里
村
が
優
勝
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
、
県
か
ら
の
出
場
割
当
て
が
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
事
実
上
、
赤
谷
チ
ー
ム
が
郡
市
の

代
表
と
し
て
、
県
大
会
に
臨
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
競
技
方
法
は
、
四
名
の
選
手
に
よ
り

吸
管
、
ホ
ー
ス
つ
な
ぎ
、
つ
つ
先
き
つ

け
、
始
動
、
放
水
ま
で
の
行
程
を
、
最

少
限
の
時
間
で
完
了
す
る
こ
と
で
す
。

　
赤
谷
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し

て
み
ま
す
と
、
指
揮
者
・
田
村
俊
秀
、

一
番
．
高
橋
光
行
、
二
番
・
高
橋
久
男
、

三
番
・
小
川
政
信
の
皆
さ
ん
。
平
均
年

齢
は
、
三
十
二
歳
と
若
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
前
述
の
行
程
を
こ
な
す

時
間
は
、
郡
市
の
大
会
で
は
六
十
秒
が

め
や
す
、
県
大
会
に
な
る
と
四
十
五
秒

ま
で
縮
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
操
法
、
態
度

ま
で
点
数
に
影
響
す
る
と
い
い
ま
す
か

ら
、
．
大
変
な
わ
ざ
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
月
十
九
日
の
県
大
会

を
め
ざ
し
、
連
日
、
特
訓
に
つ
ぐ
特
訓

が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際

こ
の
時
間
内
で
の
完
了
は
、
並
み
た
い

て
い
で
は
な
い
と
汗
だ
く
の
訓
練
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
四
人
を
送
り
出
す

た
め
に
、
一
般
団
員
の
補
佐
、
協
力
も

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
一
同
そ
ろ
っ
て
、
火
災
現
場
さ
な
が

ら
の
訓
練
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
ま
ず

全
団
員
の
心
を
一
つ
に
し
た
活
動
こ
そ

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

　
十
九
日
の
県
大
会
に
は
、
こ
の
人
た

ち
に
加
え
、
応
援
団
も
率
い
、
応
援
旗

な
ど
も
準
備
し
て
臨
む
と
い
い
ま
す
。

　
聞
け
ば
、
過
去
八
回
の
大
会
中
、
当

町
が
郡
市
の
代
表
と
な
っ
た
の
は
始
め

て
だ
と
い
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
も
う
な

づ
け
る
と
こ
ろ
、
実
力
を
十
分
に
発
揮

し
て
、
悔
い
の
な
い
競
技
を
ひ
ろ
う
し

て
来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

登
坂
消
防
団
長
談

　
消
防
団
活
動
を
、
よ
り
活
発
な
も
の

に
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
ば
を
ち
ょ
う

だ
い
し
て
い
た
矢
先
き
で
す
の
で
い
い

刺
激
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
区
支
会
の
代
表
と
し
て
、
は
ず
か

し
く
な
い
成
績
を
お
さ
め
た
い
と
張
り

き
っ
て
い
ま
す
。
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元
気
に
遊
ん
で
い
た

子
供
が
急
に
元
気
が
な

く
な
り
、
高
い
熱
（
四

〇
度
以
上
に
な
る
こ
と

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
葦

力
あ
る
）
を
出
す
こ
と
　
　
　
　
．

が
あ
り
ま
す
。

　
日
中
が
多
い
の
で
す

が
、
と
き
に
は
、
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
症
状

が
強
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、
カ
ゼ
で
は
な
い
か

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
暑
い
日
で
す

と
、
案
外
日
射
病
に
よ
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
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頭
痛
、
め
ま
い
、
お
う
と
、
不
気
げ

ん
、
食
欲
不
振
と
い
っ
た
症
状
が
あ

ら
わ
れ
、
高
熱
が
出
た
り
、
と
き
に

は
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
も
し
、
暑
さ
の
た
め
で
は

日
射
病
（
熱
射
病
）

ー
涼
し
い
所
に

　
　
　
　
　
　
ね
か
せ
る
ー

　
日
射
病
（
熱
射
病
）
は
、

長
時
間
炎
天
下
で
直
射
日

光
を
浴
び
た
り
、
高
温
の

環
境
に
長
く
さ
ら
さ
れ
た

り
す
る
と
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
光
が
体
を

熱
く
し
か
つ
高
温
、
多
湿

の
た
め
、
熱
の
発
散
を
さ

ま
た
げ
、
熱
が
体
の
う
ち

に
こ
も
っ
て
し
ま
い
、
体

の
働
き
を
さ
ま
た
げ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

な
い
か
と
思
わ
れ
た
ら
、
静
か
に
ね

か
せ
、
肌
を
ぬ
る
ま
湯
で
ふ
い
て
汗

を
と
り
、
う
す
着
に
し
て
水
ま
く
ら

な
ど
を
あ
た
え
、
涼
し
い
所
に
ね
か

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
体
の
熱
を
発
散

さ
せ
る
わ
け
で
す
。
同
時
に
、
体
の

水
分
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
ば

ん
茶
か
ぬ
る
ま
湯
を
、
十
分
与
え
て

く
だ
さ
い
。

　
暑
い
日
中
は
、
必
ず
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
お
も
て
に
出
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
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俳
句
一
口
講
座
』
：
…
（
1
0
）

　
・
盛
り
た
く
さ
ん
に
す
る
な

　
作
句
を
す
る
に
当
っ
て
、
あ
れ
も
入

れ
た
い
、
こ
れ
も
言
い
た
い
と
思
う
の

で
あ
る
が
こ
れ
ら
が
分
る
よ
う
な
一
つ

の
焦
点
を
見
定
め
て
こ
れ
に
集
中
し
て
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ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
俳
句
は
十
七
字
に
限
ら
れ
た
短
詩
型

の
ま
と
め
を
鑑
賞
す
る
文
芸
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
ま
と
め
の
巧
拙
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
れ
も
こ
れ

も
と
盛
り
沢
山
に
の
せ
る
と
何
を
言
お

う
と
す
る
の
か
判
り
難
く
な
る
。
そ
の

ま
と
め
の
焦
点
を
深
く
追
求
し
て
い
け

ば
自
か
ら
そ
の
広
が
り
が
鑑
賞
さ
れ
て

く
る
。
そ
の
鑑
賞
の
広
が
り
が
あ
る
程

句
に
深
い
感
懐
が
の
こ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る
。

理
窟
づ
け
に
走
り
過
ぎ
る
と
そ
れ
だ
け

の
文
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
余
情
が
薄
れ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
心
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。
俳
句
は
理
窟
で
な
く
自

然
の
中
の
余
韻
を
味
う
文
芸
で
あ
る
。




